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C-up ワールド

２００４年３月号

２００４年２月の山行記録

講習山行

アイゼンワークと友達になる会（奥秩父・笛吹川東

沢／アイスクライミング）

200４年2月１日（日）

参加者

横川秀樹・ 田口浩昭・ 伊藤幸雄・ 山野昭人・

田中治男・ 浅村和史・ 伊藤栄子・ 阿出川忍・

斎藤典子・ 日浅尚子・ 久野眞由美・ 福田洋子・

黒田記代・ 山野美香（ 本科）

坂口理子（ ＳＬ ）

金沢和則（ 講師）

計１ ６ 名

コ ース ・ 行程の概略

西沢渓谷入口～鶏冠谷・ 鷹見岩沢出合付近にて

ト レーニング

コ ース の核心・ ポイント

アッ ク ス類の打ち込み方、 アイ ゼン での立ち方

報告者の感想

アッ ク ス類持っ ていないんです、 私・ ・ ・ 。 去年の

講習では事前に山塾から 借り たものが７～８本あっ

たので気兼ねなく （ と 言う と語弊があり ますが） 使

えたのですが、個人の物をお借り すると なると （ な

にぶん高価なお品なので） 緊張しちゃっ て力が入ら

なく てなかなか打ち込みが決まり ません。 （ 本当は

それが理由じゃないと 気付いています） 。

参加するにあたり 、一応技術書で予習したり して。

＜肘を先行させながらスイ ング、手首のスナッ プを

効かせて 打ち込む…..＞へ？バーチカルになっ てく

ると まず当たるんです氷に肘が。 そう すると 手が振

れなく てバイルが刺さり ません。 ２～３回もやると

腕がだるく なっ てレストしないと もう いけません。

でも 、 レスト すると再び上に持っ ていく のがまた大

変。もっ と軽～いアッ ク スっ てないのかなー？でも

軽いと 氷に刺さらない？。身体を反らせばいいん

だ・ ・ でも剥がれ落ちそう でう まく 出来ない。あー、

随分長く 氷の壁にへばり ついており ました。お疲れ

様ですビレーヤーさん。

午前と 午後では氷の形状がだんだん変化していきま

す。 そして破壊されてきた滝の下にはたく さんのブ

ッ カキ氷が出来上がっ ていました。

そう そう 、 アッ ク スを打ち込む時っ て飛び散る氷片

が恐く て目を閉じてしまう んですよね。 メガネかゴ

ーグルをした方が良かっ たみたい。

岩より も氷の方がホールドを好きに選べるからいい

と いう 声が聞こえてきました。 なるほど、たしかに

アッ ク スがビーン と効いた時は思わずガッ ツポーズ

（ 実際には手が空いていないので出来ません） 。 で

も、自分の事を信用できない私は、自らが打ち込ん

だアッ ク スやけり込んだアイゼン に自信が持てなく

て困り ます。普通の岩のほう がいいかなー？

しかし 、 スク リ ューをねじ込みながらリ ードする

Ｙ さんの姿を見ていたら ・ ・ まずい！やり たく なっ

てきたー。どう しよう 、 また道具が増えちゃ う 。

報告者 山野 美香

△△△△△△△△△△△△
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講習山行

ロックｸﾗｲﾐﾝグに親しむ会

（日和田の岩場④）

2月８日（日）

参加者

山野昭人・ 田口浩昭・ 坂本由以・ 阿出川忍・

小林幸恵・ 日浅尚子・ 浅村和史・ 南谷やすえ・

斉藤典子・ 黒田記代・ 山野美香（ 本科）

矢田実（ ＣＵ）

工藤寿人（ 講師）

計１ ３名

コ ース の核心・ ポイント

リ ードクライミ ングの習熟・ ロープワーク の確認

報告者の感想

前夜、布団の中で目を閉じ、 ト ッ プの場合と セカン

ドの場合のロープワーク を思いう かべてみました。

１つ１つ整理していく と 、あやふやな所が２箇所見

付かり ました。 そこを明日しっ かり 勉強しよう と 思

いながら （ 調べずに） 寝ました。

これは私にと っ ては、 すごい進歩です。何故なら 、

今までは「 わからない所が、わからない」 と いう 状

態だっ たからです。

上る前の工藤講師の説明で、あやふやだっ た箇所を

きちんと 理解してから 上っ てみました。

手順がしっ かり 飲み込めていると 、気持ちもずっ と

楽で、上へ着いてから パニッ ク になること もなく 、

作業がと てもスムーズに進みました。

講習を受ける時に「 今日は００を学ぼう 」 と いう 自

分なり のポイ ントを決めておく 事が、 すごく 大事な

んだなーと 、改めて思いました。

次のステッ プは、 本番で要求されるという 「 スピー

ディ ーなロープワーク 」 です。 これには、 ちょ っ と

時間が掛かり そう ですが、練習を重ねて、 ロープワ

ーク だけでなく 、 岩の登り方にも磨きをかけていき

たいと 思っ ています。

報告者 阿出川 忍

△△△△△△△△△△△△

自主山行

八ケ岳アイスクライミング

2/11(水)〜12(木)

参加者

横川秀樹(L)、 伊藤幸雄(SL) 
計２名

コ ース （ ゲレンデ）

2/11 ジョ ウゴ沢

2/12 南沢大滝、小滝

報告者の感想

世田谷の自宅を深夜３時半に出て、 ５時半に美濃

戸口の八ケ岳山荘に到着。 伊藤さんと 落ち合う 。

雪が心配だっ たが、最近降っ た形跡はなく 、 美濃

戸まで車で入ること にする。歩き始めは６時半。 ２

時間弱で赤岳鉱泉に着く 。宿泊受付を済ませ、ギア

を装着し９時半に小屋を出発、ジョ ウゴ沢へと 向か

う 。

まず、 Ｆ １ では、 フ ラ ッ トフ ッ ティ ングの復習と

いう こ と で、 アイ ゼン で氷の斜面を登り降り する。

その後、 Ｆ ２は伊藤さんがリ ード 。小さなＦ ３は登

らずに右岸から越えて 、明るく 開けた場所に出る。

ここで一休みしてから ナイ アガラの滝へと 向かう 。

３人パーティ がト ッ プロープで練習をしている乙

女の滝を右手に見送り 、左の枝沢に入り込むとすぐ

にナイ アガラ だ。 ここは私がリ ードすること にした

が、あえて難しそう な中央部を登っ てみると 、これ

が予想外に手強い。氷が固く てピッ クが刺さらず、

半分の５ｍほど登っ たと ころでギブアッ プ。 その後、

伊藤さんと バト ンタ ッ チするが、 伊藤さんも最後の

プロテクショ ンを越えたと ころで惜しく もフ ォール。

（ 幸いケガはなかっ た）

結局、右側の易しいライ ンから登ること にする。

当初の予定では、 この先の 25ｍ大滝を越えて硫黄

岳に抜けるつもり だっ たが、我々二人諦めも早く

「 きょ う はこのぐ らいにしておいてやるか」 と捨て

ゼリ フを残し同沢を下降する。

小屋着は 15時前。夕食までの２時間、 アイスク

ライミ ングと山スキーの話に花が咲いた。
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翌日は、朝７時 50分に小屋を出る。大部屋を個

室のよう に使えたのでぐ っ すり眠れ、体調は万全。

行者小屋を８時半に通過し、目的地に９時 10分着。

まず、小滝の様子を見ると 、氷が半分以上剥げ落

ちて無残な状況をさらしている。 しかし 、登れない

こ と はないので、ボコボコ の穴だらけと なっ た氷で

２ 、 ３回練習をする。

その後、大滝に移動するが、 ここも氷面は穴だら

けだ。 そのせいもあっ て、 リ ードでは、穴にピッ ク

をひっ かけるだけで体勢が安定し、安心して登れて

しまう 。バッ ク ロープで引いてきた 50ｍロープ と

結んでト ッ プロープをセッ ト 。各人、 ２〜３回練習

をする。 そして、 15時前に撤収完了。 15時半すぎ

に美濃戸の駐車場についた。

報告者 横川 秀樹

△△△△△△△△△△△△

自主山行

神楽峰～雁ヶ峰 山スキー自主報告

２月２１日（土）

参加者

横川（ SL） ・ 末木・ 伊藤（ 栄） ・ 伊藤（ 幸） （ L）

計４名

コ ース

みつまた・ かぐ らスキー場～神楽峰～雁ヶ峰～

スキー場西沢渓谷駐車場

報告

みつまた・ かぐ らスキー場に 7： 00 集合のはずが、

私の寝坊で３ ０分遅れになっ てしまっ た。 ちょ っ と

気まずいスタート になっ てしまっ たがメンバーはや

さしい人ばかり で OK サイ ンを頂いてロープウエ

イ に乗る。更にゴンドラ ・ リ フ トと乗り継ぎ最終リ

フ トを 9： 00 に降り る。 スキー場の柵をまたいで

スキーにシールを付ければ準備完了。

やっ と山スキーの始まり である。早速、神楽峰に向

けて歩きだすが、 スキーヤーやボーダーも目指す人

が多く アプローチはカチカチの高速道路なみである。

神楽峰につながる尾根に出たと ころで、我々は神楽

峰に背を向け中尾根側を目指した。 こちら側は歩く

人も少ないよう で、 アプローチも柔らかい雪質に変

わり 山スキーらしく なっ てきた。廻り を見渡せば谷

川連峰や越後山麓が鮮やかに輝いている。 中尾根の

ピーク に約 10時着、 そこから更に尾根沿いをシー

ルをつけたまま進み UP、 DOWN を繰り返しなが

ら針ノ塔に 11： 30に到着。

振り返ると 、尾根には我々の痕跡だけしか残っ てい

ない、目指すは前方の雁ヶ峰。 ここから 、シールを

外し滑降を始めた。 出だしはほどよい斜面で気持ち

良く 滑るが、 すぐ に鞍部になり スト ッ ク で漕ぎなが

らの滑り になっ た。あまり 目標物が無いのでガスる

と迷う 場所かもしれない。

雁ヶ峰には最後の急登が待っ ていたが、 横川氏がこ

こぞと ばかり パワー全開でシールなしで登り はじめ

たので残り メンバーも右倣えで追いていく 。

13： 00雁ヶ峰到着。

ここで尾根にお別れをし、最後のスキー場への大滑

降と なる。

最初は気持ち良く 滑るが、 すぐ に急斜面で樹林帯に

ぶつかる 。

どう しても滑り やすい斜面を探すため、気がついた

ら小尾根をひと つ間違えてしまっ た。

スキー場まじかで、おまけの登り をやっ てしまいメ

ンバーの目が厳しく 背中を突く 。

14： 00スキー場着。

全員、お疲れモードだが気持ちは充実した山行と な

っ た。

報告者 伊藤 幸雄

△△△△△△△△△△△△△△
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自主山行

【タカマタギ】

２月２２日（日）

参加者

田口浩昭（ Ｌ ） ・ 山野昭人・ 山野美香

計３名

コ ース

土樽駅～平標新道分岐～棒立山～タカマタギ～

同コ ースを下山

コ ース の核心・ ポイント

めざせ！タカマタギ（ 今度こそ・ ・ ・ ）

報告

テントや車中ではなかなか寝付けずいつも寝不足気

味なのにもだいぶ慣れてきたが、今回は前日の尼が

禿山スノーシューハイ ク と その帰り に立ち寄っ た食

堂「 北国」 の味噌ラーメンが効を奏したのか、土樽

駅のすぐ上を通る高速道路の車や線路を走る貨物列

車の音も気にならずに熟睡できた。

厳冬期の早朝と は思えない異様な暖かさの中、土樽

駅はラ ッ セル講習隊１ ９名、 スキー隊２名に私達と 、

図らずもタカマタギ集中と いっ た感じだ。

６時出発。夜が明けて青空が広がり 始めた頃に棒立

山への尾根に取り付く 。 どう やら予報に反してしば

ら く は好天が続きそう だ。赤テープ ・ ト レースがし

っ かり あるので順調すぎる出だしだっ たが、少し進

むと スキー隊にあっ さ り追い抜かれてしまっ た。 ス

キーでの登り を初めて間近でみたが、思いのほか楽

そう にみえた。

その後は抜きつ抜かれつ前進。昨年自主山行で痛い

目にあっ ている為に皆なかなか口に出せないでいた

が、 そろそろ「 今回はイケそう だね」 と頬が緩んで

きた。

しかし 、陽だまり の中休憩しながら行動食のパンを

車に忘れてきたこと に気付いた私に、 「 パン３個も

っ てきたから 分けてあげるよ」 と 言っ てザッ ク の中

をガサゴソしていた山野君の動きがふと止まっ た。

食料の入っ た袋を忘れてきたのである。 どう やら似

た者夫婦だっ たらしい（ なにもこんなと ころが似な

く ても・ ・ ） 。 田口さんからパンを１個分けてもら

い半分ずつ食べながら 、 「 最高のコ ンディ ショ ンの

今回万が一登頂出来ないと したら 、シャ リ バテが原

因だねー」 などと笑っ ていたが内心冷や汗ものだっ

た。

棒立山直下の急登を越えると 、たおやかに伸びる尾

根の先に初めてタカマタギを望むこと が出来た。ほ

ぼ一年前、悪天候で視界の利かない中皆で集合写真

を取り 、姿もみえぬタカマタギへ未練を残して撤退

したこと が思い出された。棒立山からは谷川連峰主

脈の眺めが素晴らしい。足拍子岳や去年藪に苦しめ

られながら登頂した荒沢岳も凛 し々い姿を見せてく

れた。 スキー隊を待っ てみたがなかなか現れないの

で、一足お先に棒立山からひと またぎでタカマタギ

登頂と相成っ た。 そして３人で悦びを噛みしめてい

ると 、棒立山に到着したスキー隊（ 途中から 歩き隊

に変更？） から祝福の雄叫びが聞こえてきた。 程な

く スキー隊もタ カマタ ギ登頂を果たし 、 山野̂ ２

にと っ ては２年越し、 田口さん・ 横川さんにと っ て

はなんと ３年越しの恋を実らせたこと と なっ た。

傍から見たらそんなに何度もトライ する程の山なの

か？と思われるかもしれないが、

何かにこだわると いう 事もそれなり に意味のある事

のよう に思えた山行だっ た。

タカマタギはアプローチ、 行程、展望、姿容と実に

よく まと まっ た素敵な山である。

報告者 山野 美香

△△△△△△△△△△△△△△

自主山行

タカマタギ・山スキー

２月２２日（日）

参加者

伊藤幸雄(L)、 横川秀樹(SL)
計２名

コ ース

土樽駅〜登山道入口〜尾根取り付き〜小ピーク〜

棒立山〜タカマタギ〜棒立山〜小ピーク〜

谷へ滑降〜登山道入口〜土樽駅

報告

朝６時に土樽駅を出発。天気は予報に反し、青空

が広がり そう だ。

鉄橋の下を過ぎた所でスキーを履く 。尾根の取り

付きから 、斜登行で高度を稼いで安定した尾根上に
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でる 。序盤はそれほどきつい斜面はなく 、直登でき

ると ころが大半だっ たが、進むう ちにかなり急な斜

面が出てく るよう になる。 そう いう と ころでは、キ

ッ クターン と斜登行の繰り返しで登っ ていく が、左

側が切れ落ちている箇所もあり 、 この登り だけでか

なり精神的にまいっ てしまう 。

小ピーク についたのが９時過ぎ。 ここで二人と も

スキーをデポすること に決め、 私はスノーシューに

履き替え、 伊藤Ｌ はアイ ゼンを装着する。

ここから棒立山へは、 ト レースがしっ かり ついて

いたので、それほど苦労せず１時間少々で登ること

ができた。さらにタカマタギのピーク を踏んで、同

ルート でデポ地点まで戻る。ここからしばら く は斜

面が急なので、傾斜が緩く なると ころまでスキーを

担いで降り るこ と にする。 そして、 いよいよ滑降開

始。 と いっ ても木が多く 、 私はおっ かなビ ッ ク リ の

滑り しかできない。 伊藤Ｌ は、 と 言えば、 どこから

谷に飛び出そう かと 注意深く 観察を続け、 見つけた

雪庇の切れ目から満を持して躍り出た。 私はヘッ ピ

リ 腰で続く 。軽快に滑り降り るリ ーダーと 、悲鳴を

あげながら必死で続いていく 私。

しかし 、傾斜が緩やかになる頃、 私の悲鳴はヨ ー

デルよう な歌声に変わり 、高らかに上越の空の下に

鳴り響いていく のであっ た・ ・ ・ 。

午後２時ごろ下山。収穫の多い一日が終わっ た。

報告者 横川 秀樹

△△△△△△△△△△△△△△

講習山行

アイスクライミングマスター

2月２８日（土）

参加者

横川秀樹・ 日浅尚子・ 黒田記代

新保 司（ 講師）

計４名

コ ース ・ 行程の概略

西上州・ 荒船山 相沢の氷柱「 エイプリ ル・ フ ー

ル」 高さ約２ ０ｍ

アプローチは、相沢沿いの林道終点から ２時間

（ 下り １時間）

荒船山への登山道を登り 、途中から左側の沢に入り 、

尾根を二つ越して、 講習場所に到着。

コ ース の核心・ ポイント

ト ッ プロープでの垂直氷壁の登攀。

立っ た硬い氷へのアイ スバイルの打ち込み方。

三角バランス（ 打ち込んだバイル位置と両足の位置

と の関係） による登攀。

報告者の感想

2 月に入っ て暖かい日が続き、氷が解け始め、当日

アイ スクライミ ングが可能な場所選びに、新保講師

苦悩する。初期の予定の場所を、荒船山の相沢に変

更。 8： 30下仁田駅集合。林道終点まで車で行く 。

快晴で暖かく 、汗だく で歩く 。 講習場所は日陰で、

さすが寒い。氷が解けずに残っ ているはずである。

硬く てかなり垂直な氷を登るのは初めてだっ たので、

なかなか思う よう に登れない。 横川さん、 日浅さん

は新保講師のアイ スクライミ ング講習を何回も受講

しているので、 スムースに完登。 私は初めての受講

である。今まで我流で、やばい所はごまかし通過し

ていたのだが、今回の氷はごまかしが通用しない。

アイ スクライミ ングの基本的な登り方の説明を受け

て登るが、思う よう に行かない。頭で一応理解でき

ても、体がう まく 使えない。確実なアイ スバイルの

打ち込みと三角バランスによる登攀をしないと 、登

れないこ と を実感しました。

場数を多く 踏んで、基本をしっ かり 身につければ、

どんな氷でも登れるよう になるのだろう 。

報告者 黒田 記代

△△△△△△△△△△△△△△
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講習山行

八海山

2月２８日（土）～２９（日）

参加者

伊藤幸雄・ 末木俊之・ 田口浩昭・ 福田洋子・

久野眞由美（ 本科）

松本善行・ 向原侑希（ ＣＵ）

小林英男（ 講師）

計８名

コ ース ・ 行程の概略

２ ８日（ 土）

１ ３時八海山ロープウェ イ頂上駅発

１ ６時テン ト場着（ 池ノ 峰～浅草岳中間コル付

近）

２ ９日（ 日）

６ ： ２ ０テント場発～７ ： ５０薬師岳山頂着～

同じコ ースを引き返す～９時頃テント場着～

テント撤収～２ ８日と同じ経路を引き返す～

１ １ ： ３ ０頃八海山ロープウェ イ頂上駅着

コ ース の核心・ ポイント

ラ ッ セルワーク 、急斜面でのピッ ケル・ アイ ゼンワ

ーク など

報告者の感想

２ ８日は、 いい天気でし た。 前夜は雪で、新雪の

コ ンディ ショ ンの良い八海山スキー場ゲレンデを羨

ましげに 見下ろしながらゴンドラで頂上駅まで上が

り 、 そこから テント場までは、膝～膝上のラ ッ セル

でした。 まと もなラ ッ セルの経験と 言えば、 ２年前

のタカマタギく らいなものであり 、 ワカンも使わな

い状況でどう なること やら 、まず、不安でした。

次々に先頭を交代しながらのラ ッ セルでしたが、

皆さんガンバっ てなかなか先頭を交代しません 。

（ さすが皆さん２年生以上で体力あり ます。 ）

３回く らい先頭の番が回っ て来ました。最後の番

では小林講師のアドバイ スに従っ てザッ クをデポし

てラ ッ セルしてみました。確かに先頭者がザッ クを

デポしてラ ッ セルするのは速いです。 （ でもデポ地

点まで引き返して追いつく のは結構大変でした。 ）

またラ ッ セル２番手で、先頭者の足跡に周囲の雪

を埋め込むよう に、少し先頭者のト レースを外して

歩く と いう のも試みてみました。確かに先頭者の足

跡をそのままト レース すると さらに足跡が深く なっ

て歩き難く 、疲れます。 ト レース に周囲の雪を埋め

込むと 足場もしっ かり し、楽でした。ピッ ケルを使

っ て雪を足跡に掻き落しながら歩く のも試みてみま

した。 そんなこ と をやり ながら歩きましたので、 ２

番手で歩いている時も疲れました。

夜はテント場で軽い宴会でした。 みなさん小林講

師のラ ッ セルのライン取り に感銘を受けた模様で、

その話題で盛り 上がっ てました。 （ 雪の深く 積もっ

た箇所を避ける歩き方）

翌日朝は雪。テント場では風はそれほど強く は無

かっ たですが、薬師岳頂上辺り は強風でした。 ２日

目は急な雪壁を登る箇所もあり ました（ 女人堂手

前） 。松本さんが始終先頭を歩いて 、自分は３番手

を歩きました。 １ 日目ほど雪の深い箇所は多く はあ

り ませんでした。 前の人のト レースを埋める歩きに

こだわっ て歩いたためか結構疲れました。

薬師岳には１時間半く らいで到着しましたが、そ

こから見る大日岳の岩場には圧倒されました。 （ 岩

場の左右は危険そう な雪の斜面だし． ． ． と いう こ

と はあの岩場を登るのだろう か？）

薬師岳を少し下っ たと ころに千本松小屋があり 、

そこまで行っ て引き帰すと いう こ と になり 、進みは

じめましたが． ． ． ．後方から 小林講師のスト ッ プ

の声が掛かり ました。 （ ただの下り じゃなかっ たん

ですね！雪庇の発達した崖でした。 ） つまり そこは

ザイルをフ ィ ッ ク スして慎重に下らなければならな

い箇所だっ たのです。

結局この時期は、薬師岳山頂から 先に進むのは困

難と いう こと でした。 ５月連休ころの雪の安定した

頃なら大丈夫と いう こ と です。来年度は、薬師岳山

頂を目指した日帰り講習と なり そう です。テント場

から ゴンドラ頂上駅までは、 前日のト レースが効い

て１時間ちょ っ と で楽々帰還。六日町の温泉に入っ

て、 １ ４ ： ４ ０ ころには駅に到着。

自分が本科生と して参加する最後の講習と なり ま

したが、最後にまと もなラ ッ セル山行を経験するこ

と ができてラ ッ キーでした。何日も停滞するよう な

雪山は辛いでしょ う が、 ちょ っ と したラ ッ セルの雪
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山、 山スキーで入る雪山は、これからも続けたいも

のです。

報告者 末木俊之

△△△△△△△△△△△△△△
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卒 業 生 か ら 一 言

｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣

今月で、無名山塾・ 本科(登山学校)の 11 人が卒

業と なり ます。 (21期２人、 22期９人)

卒業にあたっ て、一人一言ずつ頂きました。 23
期生へ「 贈る言葉」 、 岩崎さんや講師への感謝のメ

ッ セージ、反省の弁、 これからの夢・ ・ ・ ・ 。さて

さて、 どんな一言が飛び出すのでしょ う か。

----------------------------------------------
◆技術的には未熟だし 、困難な山登りではなく 、頂

上であれこれ考えるよう な山登り がしたいです。古

代ピラ ミ ッ ドの山に登るなんてのも怪しく て自分向

きですね。冬は、 山スキーです。 (21期 末木俊之)
進路： 未定(みどるの会orシニア？)

◆無名山塾で得た山の楽しみ方と人との出会いは、

と っ ても貴重なものでした。思えば三宅島が噴火し

なければ山塾と の出会いはなかっ たのですね。 人間

万事塞翁が馬。 人生っ てすばらしいね。

（ 21期・ ぶひょ 南谷）

進路： 研究生

◆毎週、 山に出かけていた２年でした。おかげで多

少、足腰が強く なっ たよう な気がします。多く の仲

間と も今後と も山に行ければと 思っ ています。

(22期 伊藤幸雄)
進路： 研究生

◆山塾で学んだ２年間は、 と ても楽しく 有意義な時

間でした。素敵な山仲間にも出会えました。今後も

山塾から多く のこ と を学び・ 吸収し、 山の世界・ 己

の世界を広げていきたいと 思います。

(22期 伊藤由以)
進路： 研究生

◆３年く らいかけて卒業するつもり でしたが、あっ

と いう 間の２年間で、 なんだかんだと言いながらも

卒業すること ができました。まだまだ、勉強不足＆

経験を積みたいので、今後と も皆さん、 どう ぞよろ

しく お願いします。 (22期 久野眞由美)
進路： 研究生

◆この２年間、 沢、 岩、 山と 、 いろんなこ と を学ん

できました。良い山仲間もできました。楽しい２年

間でした。 (22期 田口浩昭)
進路： 研究生

◆２年間いろいろ学びました。 でも 、今だに技術不

足、経験不足、おまけに知識不足を痛感しています。

(22期 福田洋子)
進路： 研究生

◆目指すは基礎登山の深化と進化。もっ と 、もっ と 、

山を学びたいと 思います。 今で は「 本当に 本科

生？」 と疑われること はなく なり ました。やっぱり 、

成長したんですよね。 こんな私でも 。

(22期 日浅尚子)
進路： 研究生

◆危機管理のため入会しましたが、冬の赤岳ではま

り 、 岩登り ・ 沢登り ・ 薮山と発展。ホームボルダー

まで購入する始末。今後は初志である一般道も歩き

たいです。 (22期 山野昭人)
進路： 研究生

◆この２年間で宝物をたく さん見つけました。そし

て宝探しの山旅はまだまだ続きます。

(22期 山野美香)
進路： 研究生



C-up ワールド 200４年３月号

◆2002 年 2 月入会以降、 講習山行 112 日(研修含
む)、自主山行 42 日、 その他の山行25 日、ゲレン

デスキー37 日。 人工壁ト レ数十日。今後の目標は、

妻を大切にすること 。 (22期 横川秀樹)
進路： 良き家庭人。妻が許せば、研究生。

----------------------------------------------

岩崎さんをはじめ、 講師、同人、研究生、 23 期
の皆さん、あり がと う ございました。卒業生一同か

ら御礼申し上げます。

編集局から

ここ２年雪が少なく春の訪れが早く、２月のタカ

マタギ山のラッセル講習では、本格的なラッセル体

験ができない様子です。しかし、お陰で今年はタカ

マタギ山を目指した全員が山頂を踏むことができ、

ラッキーでした。個人的には、自分の本科生として

の最後の講習となった八海山で膝上のラッセルを体

験できましたこと有意義でした。

自分が編集するＣ－ｕｐワールドはこれが最後に

なりました。前編集長から引き継いだそのままの形

態で、変わり映えもなく、２年間強引に引っ張った

感じになっていましたでしょうか？．．．。なには

ともあれ、２年間原稿を書いて頂いた本科生のみな

さま、ありがとうございました。

Ｃ－ｕｐワールドは、新編集長の下、編集体制も

強力になり、紙面の雰囲気も、内容も、大きく変化

し、名称も「月報岩小舎」と変わって登場するよ

うです。

新「月報岩小舎」、大いに期待してます。

お世話になりました。ありがとうございまし

た．．．．．．．。

アドレス

無名山塾 http: //www. sanj c. com

Phone 03-3941-3481

Fax 03-3941-3482

http://www.sanjc.com

